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拝啓
き

時 下益 々 ご清 祥 の こ ととお 喜び 申 し上 げ ます 。

平 素、当会 に お け る母 子保 健・ 子 ども家庭 福 祉 事 業 につ き ま しては 、格別 の ご協 力 、

ご配 意 をい た だ き感 謝 申 し上 げ ます 。

さて、厚生労働省 は 「里親の認定等 に関す る省令 」（厚生労働省令第 0 0 号）及 び

「里親 の認定等に関す る省令第 19条第2号の規定 に基づ き厚生労働大 臣が定 める研修」

（厚生労働省告示第 0 0 号）に基づ き、平成 14年 7月○ 日付で雇用均等・児童 家庭局長

から 「専 門里 親 研 修 制 度 等 の 運 営 に つ い て 」（雇 児 発 第 0 0 号 ） と して 通 知 され した

と こ ろ で あ り ま す 。

当会 と して は 、 これ を受 けて専 門 里親 の 通 信 教 育 に よる養 成 教 育 を別 添 要項 に よ り

実施 す る こ と とい た しま した の で 、 ご案 内 い た し ます 。

つ き ま して 、貴 管 下 にお け る該 当者 の推 薦 、 派遣 につ き ま して格 段 の ご配 慮 をい た

だけ ます よ う、 よ ろ し くお願 い い た しま す 。

な お 、 ス ク ー リ ン グ に つ き ま して は 、 全 国 2 ケ所 の 会 場 で 実 施 を 予 定 し て お ります

が、 そ の詳 細 につ き ま して は■、別 途 通知 い た します 。

敬具
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専門里親養成通信教育実施要項（案）

1 ．目 的

この養成 教育 は、厚 生労働省 が平成 14 年 度か ら「専門里親 」制度 を導入す るの

に伴 い 、 専 門 里 親 と して必 要 な知 識 、 技術 の ほ か 、虐 待 を受 け た子 ども の心 理・ 行

動 の 理解 とそ の対 応 方 法 な どに関 して 、 よ り高 度 な理 論 と実践 につ い て教育 ・ 学 習

し、本 制 度 の充 実 と推進 を図 る もので あ る。

2 ．主 催

社会福祉法人恩 賜財 団母子 愛育 会

3 ．期 間

1）通信 教 育 の期 間 は、 平成 14 年 9 月 か ら 11 月 ま で の 3 ケ月 間 とす る。

2）ス クー リング （面接 授 業） は、第 一 期 （東 日本地 区） と第 二期 （西 日本 地 区） の 2

回実 施す る。

第 一 期 （東 日本 地 区 ）：平 成 14 年 10 月 4 日 （土 ） か ら 6 日 （月 ） ま で の 3 日間

第 二 期 （西 日本 地 区 ）：平 成 14 年 11 月 2 日 （土 ） か ら 2 日 （月 ） ま で の 3 日間

3）ス ク ー リ ン グ の 詳 細 は別 途 通 知 す る。

4 ．定 員

1 0 0 人

但 し、 ス クー リングは第 一期 と第 二 期 に 分 けて 各 々約 50 人 ず つ募 集 す る。

また 、参加 者 数 が 多い 場合 は、別途 第 三 期 の開催 を考慮 す る。

5 ．参加資格

1）養 育 里親 に登 録 され てい る看 で あ って 、3 年以 上 の養 育経 験 を有 す る者 。

2）3 年以上 児童福祉事業 に従 事 した下記 の関係者 で、都道府県知事 が適 当と認めた

者。

①福祉関係 ：里親 、児童 自立支援専 門員、児童指導員、保育士、児童福祉 司、

社会福祉士、精神保健福祉 士、心理判 定員

②保健・医療 関係 ：医師、保健師、助 産師、看護 師

③教育関係 ：教師等 の資格

④司法・矯 正関係 ：家庭裁判所調査官 、少年院教官

3 ）都 道 府 県知 事 が 、① 、② と同等 以上 の 資格 を有す る と認定 した者 。

6 ．内 容（別表 1 参照）

1）通信 教 育 で は、養 育 の本 質・目的及 び対 象 の理解 に関す る科 目を学 習 す る。

2）ス クー リング で は、養 育 の内容 及び 方 法 の理解 に関す る科 目を学 ぶ 。
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3 ）テ キ ス ト

次 の 図 書 を テ キ ス トと して 用 い る。

①専 門里親 モデル実施調査研究 委貞全編．専門里親養 育マニ ュアル ．全 国里親会

（平成 14 年）発行．

② ▲『新版・ 社会福祉 学習双書』編集委員会編．全 国社会福祉協義会 （平成14年）

発行 ．

第 1 巻 社会福祉概論

第 4 巻 児童福祉 論

第 7 巻 地域福祉論

第 8 巻 社会福祉援助技術 論

第 9 巻 心理学

第12巻 医学一般

③新・ 保 育士養成講座編纂委員会編 ．全国社会福祉協議会 （平成14年）発行．

第 8 巻 養護原理

4 ）

7 ．考 査

考 査 は 、 リポ ー ト及 び ス ク ー リ ン グ で 評 価 す る 。

1）リポ ー トは 、 各 科 目 と も 400 字 詰 め原 稿 用 紙 3 枚 程 度 を提 出 す る。

2）ス クー リング は、 面接授 業 及 び 演 習 内容 を もって評 価す る。

3）考査結果 は、通信教育期間終 了後に都道府県・ 指定都 市子 ども家庭主管部局長 あ

て に通 知 す る。

4）都道府県・指定都市子 ども家庭主管部局長 は、上記の考査結果 に養 育実習評価 とを

あ わせ て 、 専 門 里親 と して適 任 者 で あ るか否 か を総 合 的 に判 断 し、 決 定す る こと

と す る 。

5 ）単 年 度 に履修 で きな か った 科 目につ い て は 、翌年 度 に限 って 履修 す る こ とが で き

る 。

8 ．申 し込み 方 法

1）別 紙 様 式 に よ り、都 道 府 県・ 指 定都 市子 ど も家庭 主管 部 局長 名 で 申 し込 む こ と。

2）里 親 が 2 人 で参加 す る場 合 で も、別 々 に 申込 む こ と。

9 ．参加者の承認

参加者 の承認 は、社会福祉法人恩賜財 団母子愛育会 内に設置 された 「専 門里親養

成 教 育検 討 委 員 会 」 に お いて 申込 書 に よ る選 考 を行 い 、承 認 決 定 通 知 を都 道府 県 ・
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リポー トは、 1 か月当 り3 科 目を提 出 し、締切 日は当該月末 とす る。
好　 象　 科　 目 締　 切　 日

第 1 期 社会福祉概論 、児童福祉論 、地域福祉論 平成 14 年 8 月 31 日 （木）
第 2 期 養 育家庭論、発達 ・臨床心理学、

社会福祉援助技術論
平成 14 年 9 月 30 日 （金）．

第 3 期 養護原理、医学 （児童精神 医学 を含む） 平成 14 年 10 月 31 日 （月）



指 定都市子 ども家庭主管部局長及び参加者 あてに通知す る。

1 0．申込 み締 切 り

平 成 14 年 8 月 2 0 日 （火 ）

1 1．経 費

1）委託費 （派遣者 負担）

30，0 00 円 （ス ク ー リ ン グ受 講 料 ）

2 ）参加者負担

① テ キ ス ト代 15，300 円 （但 し、 全 テ キ ス トを購 入 す る場 合 ）

専 門里 親 養 育 マニ ュアル 1，500 円

新版・ 社会福祉学習双書各巻 12，000 円（1巻 2，000 円）

養護原理 1，800 円

※ テ キ ス トは 、 図 書 館 等 か ら貸 出 手 続 き を と っ て も よ い 。 貸 出 が 不 可 能 な場 合 は 、 本 会 に

お い て 斡 旋 しま す の で 、別 紙 の 申込 書 に記 ．入 して 下 さい 。

②考査代 8，000 円 （ 1 教科 1，000 円）

委 託費 及 び 参 加 者 の考査 代 は、 下記 の 自座 に 8 月 末 日ま でに振 込 む こ と。

銀行 三 井住友銀行麻布支店 普通預金 No，63354 または

みず ほ銀行六本木支店 普通預金 No．2 168540

名 義 社会福祉法人 恩 賜 財 団母 子 愛育 会 理 事長 金 田一 郎

（ シヤカイ フクシホ ウシ やン オンシサ 寸げ ン ホやシ アイイタカ イ リゾ チョウ

郵便振替 番 号 00190－0－84616

カネ タ 寸 イ チ ロ ウ ）

加入者 恩賜財団母子愛育会

5）参加 者 の都 合 で 、通 信 教 育 を 中止 した 場 合 は、納 入 した金額 の 一部 、又 は全 額 を

払 い戻 しを しな い。

6 ）ス クー リ ング会 場 まで の旅 費 、宿 泊費 、 食 事代 は委 託 者又 は参加 者 の 自己負 担 と

す る。

1 2．そ の他

1）ス ク ー リ ン グ 開 催 中 は 、 保 育 室 を紹 介 す る 。

2）ス クー リング会 場 周辺 の宿 泊施 設及 び 交通秦 内 は、別 途 通知 す る。
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別表 1

1 ）通信 教 育 科 目 （養 育 の本 質・目的及 び対 象 の理 解 に 関す る科 目）

2 ）ス クー リン グ科 目 （養 育 の 内容 及 び方 法 の理解 に 関す る科 目）
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科　　 目 主　 な　 内　 容

1 社 会福 祉 概 論 福祉 とは 、社 会 福 祉 の 動 向 、基 礎 構造 改 革 、福 祉 の領 域 、

ノー マ リイ ゼ ー シ ョン

2 児 童福 祉 論 法制 度 の実施 体 制 、相 談 機 関 、児童 福祉 施 設 の現 状 と課題 、

子 ど もの権利 条約

3 地 域福 祉 論 在 宅福祉 の意 義 、連携 の必 要 性 と実 際

4 養 育 家庭 論 社 会 的養 護 の体 系 、 家庭 的養 護 の現 状 と課 題 、 児 童 相 談所

とのパ ー トナ ー シ ップ

5 発達 ・臨床 心 理 学 心の健康 、アタ ッチメン ト、分離 と喪失、被虐待体験の影響

6 社会 福 祉 援 助 技 術 論 カ ウ ンセ リン グの基本

7 養 護原 理 ア セ ス メ ン ト、養 育 の原 理

8 医学 一般

（児童精神医学を含む）

D S M と主 な精 神 障 害 、軽 度発 達 障 害

科　 目 主　 な　 内 、容

1 児 童虐 待 援 助 論 被 虐待 児 の心 理 と行 動 、被 虐 待 児 へ の 関わ り方

2 思 春 期 問題 援 助 論 思 春期 児童 の心理

3 家 族 援 助 論 家 族 とは 、現 代社 会 と家族 、子 育 て支援 サー ビス

4 専 門里 親演 習 ロール プ レイ グ等 を通 した体 験 学習



別紙

専門里親養 成教育 申込書（案）

上記 の者 を専 門里親 養 成教 育 の参加 者 として推薦 します 。

平 成 年 月 日

都道府県・ 指定都市子 ども家庭主管部局長

一9 4 －

社会福祉法人恩賜 財 団母 子愛育 会

理事長 金 田 一 郎 殿

氏　 名

年

齢

職

種

住　 所

〒

電話 （ ）　 F A X ．

管 轄 児 童相

談所名

里 親 の 経 験

の有無

・あ る ⇒　 年か ら　 年 まで　 年間

・な い
里子の有無 ・い る ■⇒　 人

・いない

里 子 の

年 齢

最終学歴

職　 歴

専 門里 親養

成 教 育 へ の

参加理 由

テ キ ス ト希

望の有無

・ 全テキス トを注文す る

・ 一部のテキス トを注文す る
（要項6 の 3）を参照し、希望するテキストを以下にお書き下さい）


